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申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2015後期号）まもなく発行！

募集締切
2016年2月22日（月）17:00

作
品
募
集
中

主催 （一社）日本地質学会
後援 （NPO）日本ジオパークネットワーク
　    （公財）深田地質研究所 深田研ジオ鉄普及委員会
協賛 （株）ウインディーネットワーク
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表紙紹介

2015年9月14日，
阿蘇火山中岳の爆発的噴火

写真提供　森　　由佳（（公財）阿蘇火山博物館　学芸員）
解説　池辺伸一郎（（公財）阿蘇火山博物館　館　長）

撮影場所：熊本県阿蘇市　草千里　阿蘇火山博物館前（中岳
火口の西方3.2 km）
撮影日時：2015年９月14日09:47 撮影

噴火開始直後に撮影したもので，噴煙が鉛直方向に立ち上
りつつ，側方に広がる火砕流の様子がよくわかる．噴煙の周
縁部が白くなっているのは，噴出物中の水蒸気が凝結して湯
気となって見えているもので，また中心に近い部分の火山灰
が黒く見えているのは，火山灰が湿っていたことを示してい
る．このときの火砕流が広がる速さは，当館が撮影した動画
からおよそ40～60km/hと試算された（表紙裏上：火砕流の
広がる様子を10秒おきにトレースしたもの／豊村克則学芸員
による）．
このときの火山灰を超音波洗浄にかけ，実体鏡で観察した

ところ，今回の噴火によって直接マグマからもたらされたも
のかどうかの判断は難しいものの，新鮮に見える火山ガラス
が多く含まれていた（表紙裏下：2015.9.14噴出火山灰の実体
鏡写真／横幅は約３mm）．このようなことから今回の爆発
的噴火は，マグマ水蒸気爆発であった可能性が高いと考えら
れる．

2016年度各賞候補者募集中

応募締切：2015年11月30日（月）必着
詳しくは，ニュース誌９月号

または学会HPをご覧下さい．
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主催：日本学術会議（地球惑星科学委員会

IUGS分科会），国立研究開発法人産業技術総

合研究所，東北大学災害科学国際研究所

後援：日本地球惑星科学連合，日本地質学会，

東京地学協会，日本第四紀学会，筑波大学，

東京大学，静岡大学，信州大学，名古屋大学，

京都大学，岡山大学，広島大学，山口大学ほ

か

日時：2015年11月20日（金）13:30～18:00

（参加申込不要）

場所：国立大学法人東京海洋大学大講義室

（越中島キャンパス，第４実験棟５階）

分科会の開催：会議の当日の12:30～13:30，

同所にて開催する

開催趣旨：

活動的な沈み込み帯に位置する国々では活

発な地球活動に関わる災害が多発する．地

震・津波，火山活動，異常気象に伴う地滑り

などである．沈み込み帯に位置する国々は，

開発途上国が多く，これらの地質災害にかか

る備えが不十分である．災害先進国である，

日本が，今まで培って来たノウハウを提供し，

ともに減災に向けた取り組みをすべきである．

本ワークショップでは，地震，津波，地滑

り，火山災害等の地質災害を被る可能性が高

い国々に対して行っている国際交流の現状を

把握し，今後，どのようにして二国間交流あ

るいは多国間交流を構築してノウハウの移転

を行うか，その問題点と仕組みづくりを議論

する．とくに，国内体制の整備について関係

者が一堂に会して意見交換を行い，国内連携

体制の構築を目指す．

次第：

13:15 開場

司会：北里　洋（日本学術会議連携会員，国

立研究開発法人海洋研究開発機構上席研究

員）

（13:30～13:40）

＊北里　洋（連携会員，IUGS分科会委員

「ジオハザードに対処できる人材の
育成：防災国際ネットワーク
構築に向けた国内連携のあり方」

ワークショップの開催

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．

長　前出）

趣旨説明とワークショップのゴール

（13:40～15:45）

第一部：Geohazard 人材育成の現状紹介

＊中田節也（連携会員，東京大学地震研究

所教授） インドネシアとの交流

＊益田晴恵（連携会員，大阪市立大学大学

院理学研究科教授）バングラディッシュ

との交流

＊在田一則（北海道大学名誉教授） ネ

パールとの交流

＊後藤和久（東北大学災害科学国際研究所

准教授） スリランカとの交流

（15:45～16:00） 休憩

（16:00～18:00）

第二部：Geohazard人材育成に向けた国内連

携のありかたと国際ネットワークへの将来

構想（パネル討論）

＊小川勇二郎（特任連携会員，IUGS理事，

筑波大学名誉教授）国際ネットワーク構

想の概要説明と司会

＊今村文彦（東北大学災害科学国際研究所

所長）

＊金田義行（名古屋大学特任教授）

＊久田健一郎（筑波大学大学院教授）

＊佃　栄吉（連携会員，産総研理事）

＊坂口有人（山口大学教授）

＊根井寿規（政策大学院大学教授；交渉中）

関係部の承認の有無：第三部承認予定

問い合わせ先

IUGS分科会委員長（国研）海洋研究開発

機構，北里　洋（kitazatoh@jamstec.go.jp）

主催：公益社団法人日本地下水学会

後援：日本地質学会ほか

日時：2015年11月24日（火）13:00～17:40

場所：日本大学文理学部　３号館3203講義室

（東京都世田谷区桜上水３-25-40）

参加費：正会員・特別会員3,000円，準会員

1,000円，非会員5,000円（いずれも税込）

※参加費は事前振込か当日支払いをお選びい

ただけます．振込の場合は，事務局からお知

らせする口座に，必ず事前に振り込んでくだ

さい．当日，振込の確認ができない場合は，

当日支払いとさせていただきます．

なお，参加申込み前に入会申込みをしてい

ただければ，会員扱いとさせていただきます

（入会申込みについては，学会ホームページ

（http://www.jagh.jp/）でご確認下さい）．

定員：100名（要予約申し込み，定員になり

次第締め切りとさせていただきます）

プログラム：

セミナー「東京電力福島第一
原子力発電所事故による
周辺水環境への影響
－現状と課題－」

（12:30～　受付開始）

13:00～13:10 開会あいさつ

谷口真人（日本地下水学会　会長）

13:10～14:00 原発サイト周辺の地下水流

動と汚染水の現状と課題：丸井敦尚

（産業技術総合研究所　総括研究主幹

地下水研究グループ長）

14:00～14:50 凍土壁の現状と課題：高村

尚（鹿島建設土木設計本部 原子力環境

グループ）

14:50～15:05 休憩

15:05～15:55 放射性物質の移行に関する

研究の現状と課題

恩田裕一（筑波大学アイソトープ環境動

態研究センター長）

15:55～16:45 F-Trace（福島長期環境動態

研究）の現状と課題：飯島和毅（日本

原子力研究開発機構　環境動態研究グ

ループ　グループリーダー）

16:45～17:00 休憩

17:00～17:30 まとめ

17:30～17:40 閉会あいさつ

徳永朋祥（日本地下水学会　副会長）

問い合わせ先：

公益社団法人日本地下水学会

〒104-0045 東京都中央区築地２-15-15セン

トラル東銀座1008

TEL/FAX：03-3549-1135

E-mail：chikasui@nifty.com

HP：http://www.jagh.jp/

日時：2015年12月10日（木）13:30～17:25

（受付開始13:00）

場所：秋葉原ダイビル・コンベンションホール

申込締切：2015年11月26日（木）

参加費無料　懇親会費は3,000 円（予定）

※ジオ・スクーリングネット：CPD（3.75単

位）の取得も出来ます．

プログラム

13:30～13:35 開会のあいさつ

13:35～13:55 地圏資源環境研究部門　研究

紹介 研究部門長　中尾信典

14:05～14:30 多様な対象へ挑む物理探査技

術～最近の技術動向と課題～ 物理探査

研究グループ長　光畑裕司

14:30～14:55 地圏表層物質を用いた革新的

吸着材の開発 地圏化学研究グループ長

鈴木正哉

14:55～15:35 休憩・ポスターセッション

15:35～16:15 【招待講演】～石油開発の視

点からの地圏研究への期待～　石油資

源開発（株）中東・アフリカ・欧州事

業本部

第14回産業技術総合研究所
地圏資源環境研究部門
成果報告会：

強い技術シーズの創出と展開
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教員・職員公募等の求人ニュ

ース原稿につきましては，採

用結果をお知らせいただけま

すようお願い致します．

公募

公募人員：講師１名

所属：高知大学教育研究部自然科学系理学部

門

担当学部：理工学部地球環境防災学科（仮称）

専門分野：地球史環境分野

担当授業科目：

［学部］理工学部地球環境防災学科（仮称）

の専門科目（層位学実習，地学概論，基

礎地学実験，野外実習関連科目など），卒

業論文指導及び関連する共通教育科目等

［大学院］総合人間自然科学研究科理学専攻

の科目及び研究指導

応募資格：

（1）博士の学位を有する方．（2）本学大学院

において，教育，研究指導及び講義を担当で

きる方．（3）地質学・層位学に関する広い知

識を有するとともに，本学の地球科学分野で

重点的に推進している掘削科学に関連する研

究へ応用ができる方．（4）地球環境防災学科

（仮称）ならびに海洋コア総合研究センター

の教員等と連携して教育・研究を推進すると

ともに，全学的な教育プログラムや研究プロ

ジェクトにも参加，または協力する意思のあ

る方．（5）教育・研究とともに，地域貢献・

高知大学理工学部地球環境
防災学科（講師）公募

援助の趣旨：

１）萌芽的・独創的研究

２）新規研究グループで実施される研究

３）学際性，国際性の観点からみて優れた研

究

４）国際協力研究

応募資格：当該研究を独立して実施し得る

者．本の研究機関に所属する研究者であれ

ば身分，経歴，年齢等は問いません．

援助対象：2016年９月～2018年３月の研究

助成金額：１件あたり100～500万円，総額

3,000万円

応募期間：2015年10月１日（木）～2016年２

月26日（金）（必着）

推薦方法：学会推薦

※学会推薦（推薦件数３件）となりますので，

推薦希望の方は，2016年１月29日（金）まで

に学会事務局までに必要書類をそろえて，お

申し出下さい．

問い合わせ先

公益財団法人　山田科学振興財団

〒544-8666 大阪市生野区巽西１丁目８番

１号

電話　大阪（06）6758-3745（代表）

http://www.yamadazaidan.jp

公益社団法人日本地球惑星科学連合は2016

年度公益社団法人日本地球惑星科学連合フェ

ロー（以下フェロー）の候補者を募集いたし

ます．

日本地球惑星科学連合フェロー制度は，地球

惑星科学において顕著な功績を挙げた方を高

く評価し，名誉あるフェローとして処遇する

ことを目的として設置されたものです．フェ

ローは推薦者により推薦され，会長の諮問委

員会であるフェロー審査委員会において推挙

2016年度日本地球惑星科学
連合フェロー推薦募集

山田科学振興財団
2016年度研究援助候補推薦

各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の募集・推薦依

頼等をご案内いたしま

す．

管理運営等の学内業務に積極的に取り組むこ

とができる方．（6）在職中は，科学研究費助

成事業を含む外部資金に代表者として応募す

ることができる方．

応募締切：2015年11月20日（金）17時必着

採用予定日：2017年４月１日

応募書類の送付先および問い合わせ先：

〒780-8520 高知市曙町２丁目５-１ 高知

大学教育研究部自然科学系理学部門近藤康

生

E-mail：ykondo@kochi-u.ac.jp

選考方法，提出書類など詳細は下記を参照し

て下さい．

http://www.kochi-u.ac.jp/outline/other/

saiyou/kyoin_bosyu.html

募集人員：寄附講座助教（任期５年・再任な

し）１名

所属：社会基盤工学専攻　メタンハイドレー

ト科学講座

専門分野：資源地質分野

担当授業科目：大学院博士前期課程で開講さ

れるメタンハイドレート概論や海洋調査実

習などの専門科目の補助．なお，社会シス

テム土木系学科で開講している数学総合演

習，力学基礎及び演習などの演習科目，物

理学，数学などの基礎科目を分担する場合

がある．

応募資格：

（1）博士の学位を有する，または着任時まで

に学位を取得見込みの方．

（2）メタンハイドレートに係わる資源開発，

地質・地化学，基礎物性等に関する研究に

十分な意欲を有すること．また，新しい分

野の研究課題にも取組めること．

（3）資源地質分野の教育に熱意があること．

（4）メタンハイドレート生産技術，基礎物性

等に係わる研究を実施する海老沼孝郎教授

と協力して教育及び研究に取り組めるこ

と．

着任時期：2016年４月１日（予定）

提出書類：①履歴書（様式１）②教育歴（様

式２）③研究歴（様式３）④その他の活動

歴（様式４）⑤着任後の抱負（様式５）⑥

研究業績リスト（様式６-１）⑦所見を伺

える方の照会先（２名）または推薦状（２

通）（様式７）⑧主要な査読付学術論文の

別刷り（コピ－可）：３編程度

応募締切　2016年１月５日（火）必着

問い合せ先・送付先　〒680-8552 鳥取市湖

山町南４-101

鳥取大学大学院工学研究科社会基盤工学専

攻　土木工学コース長　谷口朋代

電話：0857-31-5287，FAX：0857-28-7899

E-mail：cvhead@cv.tottori-u.ac.jp

鳥取大学大学院工学研究科
教員公募

本部長補佐　星　一良

16:15～16:40 地下微生物のメタン生成ポテ

ンシャルを評価する技術 地圏微生物研

究グループ長　坂田　将

16:40～17:05 マルチスケールにおけるジオ

メカニクス研究 地圏メカニクス研究グ

ループ長　雷　興林

17:05～17:20 社会構造の変化と水科学への

期待～第四期研究のはじまりと基盤情

報整備～ 地下水研究グループ長　丸井

敦尚

17:20～17:25 閉会のあいさつ

17:45～　懇親会

【お問合せ】

〒305-8567 茨城県つくば市東１-１-１（第

７事業所）

国立研究開発法人産業技術総合研究所

地質調査総合センター地圏資源環境研究部門

研究成果報告会事務局　

TEL 029-861-4104

公募の詳細については，必ず以下のホーム

ページ参照して下さい．

http://akebia.jim.tottori-u.ac.jp/info/

koubo.html



推薦方法：詳細をご覧の上，締切までに必要

書類をお送りください．

推薦締切：2015年12月31日（木）必着

募集詳細は以下をご覧下さい．

http://www.jpgu.org/news/fellowship/fello

w2016program.html
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（2）日本の地球惑星科学の発展、あるいは地

球惑星科学の知識普及に著しい貢献をした

方

【JpGUフェロー被推薦者】

会員・非会員を問いません．ただし，以下

の者は推薦の対象となりません．

・JpGUの現職理事・監事・セクションプレ

ジデント

・ フェロー審査委員

された方々の中から，理事会において承認さ

れた方々とします．フェローには年齢制限，

人数の制限は設けません．

【JpGUフェローの満たすべき要件】

以下のいずれかに該当する方

（1）地球惑星科学研究領域におけるパラダイ

ムシフトやブレークスルーもしくは発見な

どを中心に、地球惑星科学の学術の発展に

著しい貢献をした方



日本地質学会News 18（10） 5

テーマ：戦後から今日にいたる廃棄物問題の

列挙と今後の日本の国土汚染について

http://www.npo-geopol.or.jp/event.htm

★関東支部：ミニ・ショートコース
「地すべり試験ラボ見学」
10月31日（土）

場所：国土防災技術（株） 技術本部試験研

究所（福島市南矢野目）

http://kanto.geosociety.jp/

月　November
○産業技術連携推進会議 地質地盤情
報分科会平成27年度講演会
「３次元地質地盤モデリングの進展とその利

活用」

11月６日（金）13:30～16:50

参加無料・事前申込不要

場所：北とぴあ第一研修室（JR京浜東北線

王子駅北口より３分）

CPD：３単位

https://www.gsj.jp/information/domestic/s

gr/index.html

★2015年度春季地質調査研修
11月９日（月）～11月13日（金）（４泊５日）

場所：千葉県君津市及びその周辺地域

http://www.geosociety.jp/engineer/content

0043.html

○第２回アジア恐竜国際シンポジウム
（ISAD2015）
11月19日（木）～24日（火）

場所：タイ・バンコク

http://www.isad2015.com/isad2015/

○第180回地質汚染イブニングセミナ
ー
日本地質学会環境地質部会　共催

11月20日（金）18:30～20:30［事前予約不要］

場所：北とぴあ901会議室（JR京浜東北線王

子駅北口より３分）

講師：上砂正一（NPO日本地質汚染審査機

構副理事長）

テーマ：自治体の環境行政の諸問題

http://www.npo-geopol.or.jp/event.htm

（後）ワークショップ「ジオハザード
に対処できる人材の育成：防災国際
ネットワーク構築に向けた国内連携
のあり方」
主催：日本学術会議・産業技術総合研究所，

東北大学災害科学国際研究所

11月20日（金）13:30～18:00

場所：東京海洋大学大講義室（越中島キャン

パス第４実験棟５階）

参加申込不要

問い合わせ：IUGS分科会委員長（国研）海

洋研究開発機構，北里　洋（kitazatoh@

jamstec.go.jp）

11

2015.10～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，（協）

協賛．

2015年
月　October

（後）国際シンポジウム「沈み込み帯
堆積盆地のリソスフェア・ダイナミ
クス」
10月５日（月）～７日（水）

会場：東京第一ホテルシーフォート（品川区

東品川）

http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/ILP2015

○第８回アジア海洋地質会議（ICAMG-8）
10月５日（月）～10日（土）（巡検を含む）

場所：韓国済州島，JEJU GRAND HOTEL

http :// icamg-8 .k igam.re .kr/ICAMG/

index.jsp

○第30回ヒマラヤ・カラコルム・チベ
ットワークショップ（30th HKT 2015）
10月６日（火）～８日（木）

場所：Wadia Institute, Dehra Dun, India

http://www.hktwadia2015.org/

○国際ゴンドワナ研究連合（IAGR）
2015年総会及び第12回ゴンドワナか
らアジア国際シンポジウム
10月21日（水）～23日（金）

場所：筑波大学

http://www.geol.tsukuba.ac.jp/̃gansekihp/I

AGR2015/ 

○IGCP589「アジアにおけるテチス
区の発達」第４回国際シンポジウム
10月26日（月）～27日（火）

場所：チュラロンコン大学（タイ・バンコク）

http://www.igcp589bangkok.org/

★関東支部：富士山巡検－富士山西
側山腹を巡る
10月17日（土）～18日（日）１泊２日

http://kanto.geosociety.jp/

○第179回地質汚染イブニングセミナ
ー
日本地質学会環境地質部会　共催

10月30日（金）18:30～20:30［事前予約不要］

場所：北とぴあ901会議室（JR京浜東北線王

子駅北口より３分）

講師：藤原寿和（廃棄物ネット・ワーク代表）

10

○第26回地質汚染調査浄化技術研修会
日本地質学会環境地質部会　共催

11月21日（土）～23日（月・祭）

場所：関東ベースンセンター

会費：会員 45,000円（学生35,000円）

非会員 55,000円（非会員学生40,000円）

http://www.npo-geopol.or.jp/sympo.htm

★関東支部：地質研究サミット「ジ
オハザードと都市地質学」
11月23日（月・祭）10:00～17:30

場所：日本大学文理学部　図書館３階

CPD単位：取得可能（６単位）

http://kanto.geosociety.jp/

（後）日本地下水学会セミナー「東京
電力福島第－原子力発電所事故によ
る周辺水環境への影響?現状と課題－
11月24日（火）13:00～17:40

場所：日本大学文理学部３号館

http://jagh.jp/

（協）第31回ゼオライト研究発表会
11月26日（木）～27日（金）

場所：とりぎん文化会館（鳥取市尚徳町）

http://katalab.org/31zeolite/

月　December
○産総研第14回地圏資源環境研究部
門成果報告会
「強い技術シーズの創出と展開」

12月10日（木）13:30～17:25

場所：秋葉原ダイビル・コンベンションホー

ル

申込締切：11月26日（木）

http://green.aist.go.jp/ja/

○地質学史懇話会
12月23日（水・祝）13:30～17:00

場所：北とぴあ８階803号室（東京都北区：

JR京浜東北線王子駅下車３分）

・吉岡有文『日本の科学教育映画の世界：太

田仁吉と科学教育映画の曙』

・秋葉文雄『珪藻化石層序の誕生から完成ま

で：鍵種を探し求めて』

問い合わせ先：矢島道子

<pxi02070@nifty.com>

2016年
月　January

（後）公開講演会「強靭で安全・安心
な都市を支える地質地盤－あなたの
足元は大丈夫？－」
主催：日本学術会議

１月23日（土）13:30～17:30

場所：日本学術会議講堂

http://www.scj.go.jp/ja/event/index.html
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１階会議場と７階の３つの会議室および廊下

で行われた．これには，海外77名，中国69名

の計146名の登録参加者があり，実行委員会

のスタッフを合わせると約160名を超える盛

況であった．参加国は中国を含め16か国にお

よび，女性48名，学生31名を数えた．黒竜江

省の白亜紀－古第三紀境界付近の層序・古生

物研究で，Sun Ge氏らとの共同研究実績が

あるロシアからは総勢23人におよんだ．日本

からは13名が参加した．

初日午前は，MTE-12の開会式と基調講演

４件が１階の大会議場で行われた（写真２）．

開会式には，恐竜研究で日本でもよく知られ

た周忠和（中国科学院古脊椎動物・古人類研，

国際古生物学連合会長）氏の開会の辞の後，

瀋陽師範大学長，遼寧省国土資源庁副所長，

次期MTE-13主催者のMarin T.氏らが挨拶し

た．安藤も共催団体のIGCP608の代表として，

最後に挨拶する機会を得た．

１日目午後から３日目午前にかけてのセッ

ションは，IGCP608のWorkshopであるM-７

を含め，下記のように７つが実施され，基調

講演を含め計81件の口頭発表が行われた．当

初提案９セッションのうち，類似した４つは

２つに統合された．

M-１ Biodiversity of the Mesozoic terrestrial

ecosystems（口頭７件）

M-２，３ Mesozoic geology and environmental

changes（15件）

M-４，８ Mesozoic evolution of vertebrates

and origin of Aves（16件）

M-５ Mesozoic plants and their diversity

（20件）

M-６ Mesozoic climatic and environmental

The Third International Symposium of

IGCP608 “Cretaceous Ecosystems and

Their Responses to Paleoenvironmental

Changes in Asia and the Western Pacific”

jointly held with The 12th International

Symposium on Mesozoic Terrestrial

Paleoecosystems

◆合同シンポジウム◆

活動３年目となるIGCP（地質科学国際研

究計画）608「白亜紀のアジア－西太平洋地

域の生態系システムと環境変動」（2013-2017）

の，第３回国際シンポジウムは，2015年８月

16-18日の日程で，中国の瀋陽市で行われた

（写真１）．今回のシンポジウムは，第12回中

生代陸生生態系シンポジウム（MTE-12）に

加わる形で行われ，開催母体は瀋陽師範大学，

遼寧古生物博物館，南京地質古生物研究所，

中国地質大学，吉林大学であった．

ホスト役を務めたSun Ge（孫革：遼寧古

生物博物館館長）氏は，世界最古の被子植物

化石を熱河層群から発見したことで知られて

おり，これまでも各種の国際的な会議を主催

して，遼寧省や中国の古生物学の発展に寄与

していることで日本でも知られている．

MTE（Symposium on Mesozoic Terrestrial

Ecosystems）は，３年おきに開催されてき

た30年の歴史のある，地質・古生物系の比較

的インフォーマルな国際集会で，2009年はス

ペインで，2012年は韓国光州で行われた．次

回は2018年にドイツのボン大学で行われる予

定である．

シンポジウムの会場は遼寧大夏（Liaoning

Mansion Hotel）という風格のあるホテルの

changes（５件）

M-７ Cretaceous ecosystem in Asia and

Pacific（Workshop of IGCP 608）（４件））

M-９ Mesozoic fossil footprints（10件）

セッションは，２つもしくは３つが並行し

て行われ，30-40人ほどの分野の近い研究者

が参加する和やかな雰囲気となった．大学院

学生や若手研究者の発表もいくつかあり，通

常の国際学会よりははるかにインフォーマル

であった．M４，８の古脊椎動物セッション

の発表が多いのはMTEの特徴であるが，M-

５古植物セッションが一番大きくなったの

は，古植物学の重鎮であるSun Ge氏による

ところが大きいであろう．

IGCP608の主催するM-７（写真３）は発

表が４件という小さなセッションになった

が，これはIGCP608の次期開催地の決定やプ

ロジェクトの計画等の討論を含めて，３日目

の午前中に収めるための配慮によるものであ

る．全参加者の約１/３に達するIGCP608メ

ンバーの多くは関連分野のセッションに分か

れて発表していた．一方，35件のポスターは，

休憩場所でもある7階の廊下に３日間掲示し

たまま，休憩時間や空き時間に随時，発表質

疑が行われた．

今回のMTE-12は，5/1に予定されていた

第２回目のCircularの配布が５月下旬とな

り，海外の出席予定者から気をもむ連絡が少

なくなかった．MTE-12の事務局の対応は遅

く，北京のIGCP608の地域リーダーに幾度か

連絡し，MTE-12側の状況を聞かざるを得な

かった．プログラムを含むThird Circularが

２週間前の８月１日に届き，予定通りの開催

を確信できるに至った．

実際に集会に参加してみてみると，外国人

をはじめ中国人の，発表キャンセルや欠席者

が少なくなかったことを除けば，それなりに

満足できるものであった．MTE-12の直前には

Sun Ge氏が副会長を務める中国古生物学会の

大会も同会場で行われたため，長期におよぶ

開催で，両方を連続して登録していた中国国

内参加者のキャンセルが相次いだようである．

圧巻は，初日夜７時から１階会議場で行わ

れた１時間を超える歓迎の演奏・演舞会であ

ろう．瀋陽師範大学の演劇学部関係者による

中国伝統楽器の合奏と本格的な京劇の独唱と

舞踊である．特に京劇の祖として知られる梅

欄芳の名を冠した同大梅欄芳芸術研究所の所
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学協会・研究会報告

IGCP 608「白亜紀のアジア－西太平洋地域の生態系シス
テムと環境変動」第3回国際シンポジウムおよび第12回
中生代陸生生態系国際シンポジウム（中国・瀋陽）

安藤寿男（茨城大学理学部）

平山　簾（早稲田大学国際教養学部）

写真１　瀋陽市遼寧大夏ホテルの中庭での記念撮影．



観察できなかったのが残念であった．また８

月18日午後からは，瀋陽師範大学正門すぐ左

にある遼寧省を代表する巨大な遼寧古生物博

物館（瀋陽市）を見学した．

大型，小型バスと四駆車を使用したが，移

動に長時間かかったこともあり，各露頭や博

物館施設の見学が１～２時間程度しかないの

が心残りであった．また参加者が多すぎて現

場での説明が十分に伝わっていない，あるい

は露頭を十分に観察できないのも不都合で

あった．世界自然遺産に登録された露頭であ

るにもかかわらず，少量の岩石や化石なら持

ち帰っても良いというのには驚いたが，これ

は異例の措置と言える．露頭近くまで車両が

通行できるよう新たに舗装道路が整備された

場所もあり，主催者や省・市を挙げての並々

ならぬ準備と熱意を感じた．

19日に瀋陽市のホテルを出発する際に２日

分の昼食や飲み物が一度に各人に支給された

が，パック入りの搾菜
ざあさい

が用意されるなどいか

にも中国らしいメニューであった．

どの露頭も日本の中生代の地層では考えら

れないほど母岩が軟弱であり，堆積後に被っ

た続成作用が非常に小さかったことを実感し

た．大半の地層は葉理や層理面の発達した泥

岩ないし頁岩から成っており，貝形虫やカイ

エビ類化石が豊富に含まれており，いかにも

静穏な環境の湖底に堆積したことがうかがえ

る．前期白亜紀の熱河層群の地層はほぼ平坦

であったが，最古の羽毛恐竜Anchiornisを産

出した中期ジュラ紀の地層（髫髻山

Tiaojishan層）は傾斜角80度ほどに達してい

る．それにもかかわらず，母岩が軟弱であっ

たことが非常に印象的であった．

８月18日午後は遼寧古生物博物館（瀋陽

市），19日は中国四合屯古生物化石館と遼寧

朝暘鳥化石国家地質公園（朝暘市）および済

長である，若き肖迪 教授による「娥嫦奔月」

のソプラノ独唱は，Sun Ge氏がMTE-12開催

にかけた心配りが伝わってくる，印象深いア

トラクションであった．また，古生物学部を

擁する瀋陽師範大学が，芸術分野でも中国を

リードしている底力も感じられた．演奏・演

技終了後は舞台での登壇者との記念撮影も行

われ，どこか別の劇場に来たようであった．

M-７セッション最後の１時間ほどの時間

で，2016年の第４回および2017年の第５回研

究集会の日程等が議論された．次回のシンポ

ジウムは，ロシア西シベリアにあるノボシビ

ルスクのTrofimuk Institute of Petroleum

Geology and Geophysicsで，Boris Shurygin

教授をホストとして行われる．８月15-17日

がシンポジウム，巡検が８月18 - 2 0日で

Kemerovo地域やShestakovo地域の恐竜化石

を含む上部白亜系を中心として行われるとの

ことである．第１回Circularは本年12月頃に

配布されることになっている．是非，多くの

日本人研究者の参加を期待したい．

なお，今回の集会の概要は，IGCP608の

Websiteでも閲覧できるので，参考にされたい．

http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

今回の集会にあたって，geo-Flashや日本

地質学会News等での広報にご協力いただい

たことに感謝したい．

（安藤寿男 IGCP608リーダー）

◆博物館見学および地質巡検◆

シンポジウム終了後の８月19日と20日に野

外巡検が挙行され，外国人54名，中国人24名

の計78名の参加者があった．Sinosauropteryx

（前期白亜紀）やAnchiornis（中期ジュラ紀）

などの羽毛恐竜の化石産地が主たる訪問先で

あった．最古の被子植物の化石産地も訪問し

たが，突然の激しい風雨のため十分に露頭を

贊堂古生物化石博物館と４ヶ所の博物館施設

を訪問し，中期ジュラ紀から白亜紀にかけて

見つかる大量の脊椎動物化石を見学すること

ができた．中でも注目されるのはMicroraptor

（前期白亜紀）やAnchiornis（中期ジュラ紀）

などの羽毛恐竜である．骨格のみならず羽毛

まで保存された化石は決して珍しいものでは

なく，例えばAnchiornisの化石は断片的なも

のも含めるとこれまでに200体ほどの化石が

見つかっているというから驚くしかない．他

にも，カメ類やコリストデラ類（絶滅した水

生爬虫類）などの爬虫類，カエルやイモリな

ど両生類，夥しい数の鳥類や魚類などの脊椎

動物化石が展示されていた．その何れもが指

先まで関節でつながった完全な骨格である．

これは断片的な化石は採集しないといった人

為的なバイアスによる結果ではなく，この地

域における特殊な堆積環境に起因するものら

しい．よく聞くところでは火山性の二酸化炭

素ガスの噴出などによって地域の生物が一気

に死滅，保存されたものと説明されているが，

はたしてそれだけでこれほど保存の良い化石

が保存されるのだろうかという疑問は残る．

筆者の研究対象であるカメ類はとりわけ興

味深いものであった．遼寧省の下部白亜系か

らは，甲羅のみならず頭部や四肢まで保存さ

れた完全骨格（最大で甲長20cmほど）とし

て多くのカメ化石が確認されており，２科３

属が認められた．しかし，日本の手取層群や

関門層群などと比べると分類学的な多様性は

小さい．こうした前期白亜紀カメ類の保存状

態や多様性の差異は，当時のアジア大陸の内

陸部（中国）と沿岸部（日本）における気候

などの古環境の違いを反映したものとして重

要ではないかと思われる．

以上のようにシンポジウムに引き続いてお

こなわれた野外巡検と博物館見学は非常に見

応えがあり，大いに勉強になるものであった．

素晴らしいシンポジウムならびに巡検を準

備・運営された関係者の皆様に厚く謝意を表

する次第である． （平山　簾）
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写真４（左） 巡検参加者の集合写真

（朝暘市済贊堂古生物化石博物館にて）

写真５（右） 遼寧朝暘鳥化石国家地質

公園（朝暘市）内の露頭を屋根で覆った

奥行き250mもある巨大な施設（地質回廊）．

羽毛恐竜などの化石が見つかった現場に

保存されており，化石の産状や密集度が

良く理解できた．

写真２（左） MTE-12の開会式．左端が安

藤

写真３（右） セッションM-７のIGCP608

ワークショップでの討論
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写真１：標高5020 m地点から臨んだ雪山．景観が素晴らしいとこ

ろは祈りの地であり，また観光地として守られている．

６月下旬の上海は，シトシトと雨が降り続き，鬱々とした空
気に覆われていました．ホスト役の中国人研究者が「良かった
ね．雨だから空気がキレイだよ．」と笑顔で迎えてくれました．
この日，2012年に行われたIODP Exp. 344航海の下船後研究の
成果をまとめるpostcruise meetingが上海市内の同済大学にて
行われようとしていました．ホスト役の中国人研究者が「良
かったね．雨だから空気がキレイだよ．」と笑顔で迎えてくれ
ました．航海以来の懐かしいメンバーとご飯を食べながら，私
は，（やれやれ，私はこれからどうなるのだろうか）と，今か
ら始まる長い旅に思いを馳せていました．というのも，今回の
目玉は会議終了後に行われる巡検で，その目的地がなんとチ
ベットだったのです．

2015年６月25日早朝，ここ何か月ものあいだ心に重たくのし
かかっていた会議が無事に終わり，少し気分が軽くなった私は，
空港行きのバスに揺られていました．チベット巡検の参加者は
21人．その内日本人は６人で，さらに日本人学生は女子ばかり
４人と賑やかな集団を作っていました．上海空港からは西安を
経由してラサへと向かいます．
ラサ空港では，上海の鬱々とした天気とはうって変わり，青

い空の透き通るような美しさと，目にも鮮やかな茶色の山肌の
コントラストが，私たちを迎えてくれました．「ああ，本当に
チベットまで来てしまったんだ」という実感と共に機外へ一歩
踏み出した私を襲ったのは，感動だけではなく，高地特有の息
苦しさでした．空港では現地ガイド２人が，私たちをにこやか
に迎えてくれました．一行はマイクロバス二台に分乗し，ラサ
市内を目指します．道中，車窓に延々と続く赤茶色の巨大露頭
は，花崗岩が主のようでした．空港からラサ市内までは遠く，
着いたころにはクタクタでした．

翌26日は高地順応のため，ラサ市内に留まりいくつかの観光
地を訪れました．その一つ，ポタラ宮殿は，チベットの政治・
宗教の中心であり，ダライ・ラマの本来の住居でもあります．
美しい庭園の中に建つ宮殿の，スレートのブロックを積み重ね
た壁は，上から白い塗料が塗られ，遮るもののないチベットの
太陽に照らされて眩しく光っていました．建物の優美さとは裏
腹に，宮殿のあちこちでは，中国警察が目を光らせていました．
検問をいくつも通り，強い日差しの中，息が切れないように長
い階段を登ります．富士山の頂上よりも高いラサでは，まるで
地球の引力が強くなったかと思うくらい，体に負荷がかかって
いるという感覚になりました．ダライ・ラマの居住区では現在
も沢山のお坊さんたちが修行に励んでおり，またダライ・ラマ
の寝室が非常に質素であることが印象に残りました．

27日，バスに乗り込み，ラサ市内を出発しました．私たちの
チベット巡検コースは，ユーラシア大陸に東西の帯状に発達す
る地質帯を，チベットの東側に位置するラサから南西方向に横
断しながら進み，最終的にはプレート境界まで達してインドプ
レートの北端部を望むという計画でした．まずは地方都市ギャ
ンツェを目指します．大型集合住宅や商業施設の建設が進むラ
サ市内を抜け，中央道路を走ります．道路の脇にはやはり露頭
が果てしなく続き，場所によっては道路に張り出すような露頭

や，今にも落ちてきそうな転石も見かけました．
ふと，白いペンキで梯子のマークが露頭の所々に描かれてい

るのに気づきました．一つだけの場合や，一ヶ所に十個以上描
かれている場合もあります．ガイドに聞くと，これは落石事故
などで亡くなった人が天国に登れるようにと願いを込めて梯子
のマークを残すのだ，と教えてくれました．こんなに事故が多
いのか…とやるせない気持ちになるとともに，白い梯子が描か
れているところ自体が更に落石となっている露頭を発見して，
チベットの自然の恐ろしさを感じました．バスは，一歩間違え
たら転落しそうな山道を，ジグザグと慣れた様子で駆け上がり
ます．チベット人の運転は，かなり荒っぽいものです．しかし
ながら，道路の広さに対して車の数が少なく余裕があるためか，
上海に比べると規律が守られているように見えました．言わず
もがな，日本に比べればずっと「ワイルド」な運転であるため，
特に一番後ろの席に座っていた私や浜橋真理さん（東京大）は
度々宙に浮くという体験をしました．
そのような状況で崖の側を覗き込むのは怖いため，反対側の

車窓から見える露頭を観察することにしました．チベットの
山々は本当に素晴らしく，どこを見ても手つかずの全面露頭で
す．植生も，防塵目的で人家の近くに植えられた低木を除けば
ほとんどが地を這うような草で露頭観察を邪魔するものはあま
りありません．橋本善孝さん（高知大）などは，「一ヶ所で調
査したら，あとは（歩かずに）ぐるりと辺りを見回して，地質
図を描きたくなるね」なんて言っています．そんな笑い話をし
ながら一気に標高4000 m過ぎまで上がると，見晴らしの良い
崖に出ました．景色を楽しんで良いよと言われたので喜んで外
に出ると，たちまちチベットの地元民に囲まれました．民族衣
装をまとった人々が，ある人は布で飾りつけたヤクをつれ，あ
る人は首毛をカラフルに染めたマスティフ（チベットの牧羊犬）
をつれ，ある子どもは可愛らしい仔ヤギを抱いて，口々に
「フォト，フォト」と呼び込みをしています．景色が良い休憩
スポットではこのような人たちが観光客向けの商売をしてい
て，一緒に写真を撮ると何元か要求されます．時々強引な人も
いて注意が必要です．バスに戻り更に山道を進むと，美しい湖
が現れました．これはチベット三大聖湖の一つ，ヤムドク湖で
した．深い青色の水と，背景の明るい緑色の島とのコントラス
トが印象的で，「トルコ石の湖」と名付けられているのも納得
しました．
湖を過ぎ，更にバスは山間をどんどん登ります．景色はあま

り変わりませんが，だいぶ高いところまできたかな，と思って
いると山間から雪山がひょっこり見えました．そこで車を降り
て，皆で雪山を観察しました（写真１）．標識には海抜5020 m
と書いてあり，一日で1000 m以上も登ってきたことに驚きま
した．さすがに空気が薄く，更に吹きすさぶ風で体が安定せず，
写真を撮るのも一苦労でした．しかし，そのような状況でも地
元の子供たちは非常に元気で，飛び跳ねながらお金をせがんで

東北大学大学院理学研究科地学専攻
博士後期課程 2 年　内村仁美

プレート衝突帯を目指して
―チベット巡検参加報告―



きました．バスに戻り，後は中間都市のギャンツェのホテルに
向かって休むだけ…のはずだったのですが，ホテルに着きバス
から降りると，急な気持ち悪さと視界が白く閉じていく感覚に
より身の危険を感じた私は，夕食に行かず休ませてもらいまし
た．その日はチベット滞在の間で一番チベットらしい食事が出
たらしく（チベットの料理屋は，中国料理がほとんどで，チ
ベット料理はなかなか食べることができない），非常に残念で
した．おそらく高山病だったのだと思います．
周りの人々の温かい協力もあり，次の日はすっかり元気にな

りました．朝にはギャンツェの名所の寺であるパンコル・
チョーデを見学しました．朝から地元の人が寺の補修工事のた
め集まり，男性も女性も協力して作業をしていました．一部の
建物は岩山の上に作られており，周囲を露頭で囲まれています．
そのせいか，多くの人は建物に背を向けて，みごとな断層のあ
る露頭に心奪われていました．この寺の見どころは本殿横にあ
る仏塔でした．小さな仏塔なのですが，中に小部屋が沢山あり
（77部屋もあるそうです），各小部屋には様々な種類のブッダ像
が安置されていました．どの像も手作りで，壁には色鮮やかな
宗教画が隅々まで描かれていました．像や絵ごとに，表情や表
現が違うのが素朴で好感が持てました．

シガツェに移動した29日は，歴代パンチェン・ラマの巨大な
霊塔が立ち並ぶタシルンポ寺を訪れ，午後からは地質巡検でし
た．白亜紀の砂岩に見られる鉛筆劈開に始まり，観察できる露
頭の種類も豊富で，バスでの議論も弾んでいました．三畳紀の
メランジェと角礫の境界露頭では，角礫露頭の規模の大きさな
ども鑑みて，プレート衝突後に形成されたものではないかとい
う議論をしました．
徐々に南西に歩を進め，ある小川が前を流れる巨大露頭に着く
と，「ここがインドプレートの最北端だよ」と言われました（写
真２）．インドプレートとユーラシアプレートの衝突面といえば，
非常に大きなプレート境界の断層があって，それに伴って谷など
の特徴的な地形が現れているようなダイナミックな風景を想像し
ていたのですが，実際はのどかな田畑が広がる場所にインドプ
レート北端部の露頭がドンと存在するのみで，正直なところ少し
拍子抜けしました．しかし，近づいてよく見ると幅１mほどのぶ
厚い石英脈が入っていたり，ただの砂岩のように見える箇所も，
よく観察すると大きなもので５mm程度のパイライトがごろごろ
と含有されていたりと，今まで全く見たことのない奇妙な露頭で
した．堆積年代はジュラ紀から白亜紀と言われ，他地域の白亜紀
地層と比較して年代決定している，という説明を受けたのですが，
年代幅が大きく出てしまうのは変成度が高く，年代決定に使える
指標が少ないのであろうと考えました．

30日はラサに戻りながら，ユーラシアプレート南端の地質巡
検をしました．前日にインドプレート北端部の露頭を観察した
わけですが，インドプレートと接するユーラシアプレートの南
端には，後期白亜紀から前期古第三紀の花崗岩や火山岩が東西
方向に帯状分布しています．そのため，この日はチベットの変
成した火成岩類を多く観察しました．観察していると面白い発
見ばかりで，あちこちで話し合いが始まってしまい全く移動が

できません．ガイドもバスの運転手も露頭にへばりつく地質屋
たちを見ながらずっと呆れて笑っていました．ある露頭では，
美しい187 Maの花崗岩露頭を観察することができました．こ
の花崗岩は変成作用を強く受け，大小の断層が何度も花崗岩を
切り込んでおり，褶曲やホリエーションも見られました．また，
別の50 Maの火成岩の露頭ではゼノリスを多く含むことが特徴
でした．元々微化石専門の私としては，構造地質学や鉱物学は
馴染みが薄いのですが，プレート衝突帯で起こる様々な力学・
化学反応が露頭から観察でき，そのスケールの大きさに圧倒さ
れるばかりでした．

７月１日には，ラサの北方に位置するチベット最大の湖ナム
ツォを目指しました．一気に標高5000 mまで上がり，花崗岩
の高く険しい山々の間を抜け，人家もなくなり，車窓は寒々し
い景色に移り変わって行きます．目を凝らしていると，急に視
界が開いて美しいブルーの湖が見えた時には，皆で歓声をあげ
ました．山々の間にぽっかりと空いた平地に，雪山から流れて
きた水が溜まって形成されたナムツォは，古くからチベット民
族の祈りの地として知られています．一大観光地となってし
まっているナムツォは，祈りの地と言うには少し賑やかで，更
に観光客目当てで連れてこられた馬やヤクの糞で，強烈な匂い
が漂っていました．それでも，静かな海のように波が引いては
返すナムツォは，写真に収めると大変幻想的で美しい場所でし
た（写真３）．

最終日の７月２日は祭りが始まるため，ラサ市内のホテルに泊
まることができず，不便ではありますが，離れた町まで移動しな
ければなりませんでした．その道中の村でも祭りがあったため見
学をさせてもらいました．外国人が珍しいのか村人に囲まれてし
まいましたが，祭りの踊りが見やすいように場所を譲ってくれた
り，甘酒のようなものを振る舞ってくれたりと優しい方が多かっ
たです．チベットの祭りの踊りは日本の神楽に似ており，最後に
チベットと日本の意外な共通点を見つけました．
さて，後は最後のホテルに向かい，次の日空港に行って帰る

だけ，のはずだったのですが，旅にトラブルはつきものです．
砂漠のように厚く砂が積もった道に，バスのタイヤがはまって
動けなくなってしまったのです．私たちのバスだけでなく，道
行く車が全て同様にはまってしまったため大混乱になってしま
いました．男性陣が下車し，砂まみれになりながらバスを押し
ました（女性陣は応援）．結局ホテルに着いたのは夜中頃．参
加者は皆ぐったりしていましたが，最後なのでお別れパーティ
をし，お互いを労いました．最後の最後まで気が抜けない，刺
激的なチベット巡検となりました．
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院生コーナー

写真２（左）：インドプレート最北端の露

頭．右下の白い層は石英脈であり，左下の

人物と比較すると大きさがよくわかる．

写真３（右）：チベット最大の湖ナムツォ．

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下の
４名で行っています．原稿は5000字以内，図・写真３点以内を目
安に，e- mailでいただければ幸いです．
13nd403y@vc.ibaraki.ac.jp 菅谷真奈美（茨城大）
kouzu_0419@geol.tsukuba.ac.jp 高津翔平（筑波大）
14nm310h@vc.ibarkai.ac.jp 羽田裕貴（茨城大）
k0231215@kadai.jp 山下大輔（熊本大）
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一般社団法人日本地質学会運営規則により，次年分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2016年４月～2017年３月の会費額は
下記の通りです．

１．自動引落を登録されている方の 引き落とし日は12月24日（木）です．
2016年度分会費の引き落とし日は12月24日です．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下さい．これ

より以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としとなります．通帳には金額とともに「チシツカ
イヒ」あるいは「フリカエ」，「SMBC」などと表示されますので，必ずご確認下さい．

２．自動引き落としをご利用下さい．
新たに会費の引き落としをご希望の方は，巻末の振替依頼書を11月９日（月）までに事務局までお送り下さい．また，すでに引き落
とし手続きが完了している方で，学部学生割引と院生割引会費の適用を希望される学部生，院生（研究生）の方は11月16日（月）まで
に学部学生割引会費・院生割引会費申請書をご提出下さい．期日までにご提出いただけない場合は，正会員の会費で引き落としがかか
ります．ご了解下さい．

３．上記以外の方（お振り込み）
12月中旬頃までに請求書兼郵便振替用紙をお送りいたします．折り返しご送金くださいますようお願いいたします．

一般社団法人日本地質学会　会計委員会

一般社団法人日本地質学会運営規則
第２章　第７条（会　費）
学会は会費の年額（４月１日～翌年３月末日）を次のように定め，

会員は当該年度の初日までにこれを支払うこととする．入会の際には
当該年度の年額を支払うこととする．
（1）正会員：12,000円

ただし，大学学部ならびに大学院に在籍するものは，毎年度ご
とに所定の申請書を提出した場合，それぞれ学部学生割引と院
生割引を適用し，年会費を5,000円ならびに8,000円とする．こ
れらに準じる身分の学生についても同様の扱いとする．

（2）賛助会員：１口25,000円，２口以上
ただし，諸般の事情により理事会が認める場合は，１口とする
ことができる．

２　会費の変更は，理事会の議決により，総会の承認を得なければな

らない．
３　会員は，上記に定める会費を当該会計年度の前に一括納入しなけ
ればならない．ただし，やむを得ぬ理由により理事会が認める場
合は，分納もしくは減免することができる．

４　会費を滞納した会員については次の処置をとる．
（1）滞納期間が６ヶ月以上となった場合には，地質学雑誌等の会誌

の送付を停止する．
（2）滞納会費が納入された場合には，送付を停止した地質学雑誌等

の会誌の送付を再開する．ただし，会誌の在庫の関係で送付が
できないことがある．

（3）地質学雑誌への投稿，講演会での講演を制限することがある．
（4）会費支払いの督促を受けつつ，正当な理由なく，かつ，退会届

を提出せぬままに会費を滞納した会員は，滞納４年度目をもっ
て，理事会の議決により会員の資格を喪失させ除籍とする．

2016年度の会費払込について

会員資格 2016年４月～2017年３月分会費

※学部に在籍している学生の方，定収のない大学院生（研究生）の方で，それぞれ所定の書式で申請をされた方にのみ割引会
費を適用します．なお，2015年度までの学部学生割引・院生割引会費についての申請は終了しておりますので，2016年度会費
にのみ適用となります．

正会員 12,000円

〃　（院生割引）※　要申請 8,000円

〃　（学部学生割引）※　要申請 5,000円
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たって」について，主旨が承認された．文言

については，理事からの意見を集め６月執行

理事会を目処に確定することとした．

また，125周年記念事業実行委員会の設置

について，提案の通り，拍手により全会一致

で承認された．

３．中期ビジョンについて

坂口理事より，平成26年度中期ビジョン検

討ワーキンググループ提言についての説明が

あり，内容と構成について審議が行われた．

提言案の「2.1概要」が提言の内容として承

認された．前ビジョンに対する対応の総括と，

新ビジョンに対する実行計画案は，提言の補

足として再構成するべきなどの意見が出され

た．これらの意見を基にWGで提言をまとめ

ることが了承された．

2014年度
第12回執行理事会議事録

日　時：2015年５月23日（土）10:00～10:35

場　所：北とぴあ第一研修室（７階）

出席者：井龍会長　渡部副会長　山本副会長

齋藤常務理事　海野　緒方　杉田　竹内

廣木　星　保柳　中澤　松田　山路

（事務局）橋辺

欠席者（委任状提出あり）：ウォリス　坂口

平田

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

16名，委任状　２名，合計16名の出席．

＊前回議事録の承認

Ⅰ　審議事項

１．結晶学会がOrthorhombicの訳語につい

て，「斜方晶系」の名称を「直方晶系（斜方

晶系）」に改めるとの件の対応（井龍）

鉱物科学会と歩調を合わせて，齋藤常務と

中澤理事を中心に今後の対応を検討する．

２．台湾地質学会との学術交流協定締結に伴

い，長野大会への会長招待および協定書交換

のセレモニーについて（保柳）

長野大会で交流協定を締結できるように準

備を進める．

３．総会議事運営について

議場からの推薦がない場合には，総会議長

を稲場土誌典会員，副議長を重松紀生会員に

依頼することを予定．

４．その他

Ⅱ　報告事項

１．全体的報告

１）地球惑星連合総会および学協会長会議

（５/27）に会長が出席．

２）ネパールの地震について，連合からの提

案と質問があった．そのうち，地震学会と

環境災害対応委員会の共催により，今回の

大会で緊急セッションを設けることに賛成

し，共催を承諾した．また，同セッション

にポスター発表を出すことについては酒井

一般社団法人日本地質学会の議事録を掲載

しています．

日本地質学会2015年度
第１回理事会議事録

日　時：2015年５月23日（土）16:00～17:00

会　場：北とぴあ　第一研修室（７階）

（東京都北区王子１-１）

出席役員 理事（31名）：天野一男　安藤寿

男　市川八州夫　井龍康文　上砂正一

小山内康人　海野　進　緒方信一　笠間

友博　川端清司　川辺文久　小嶋　智

斎藤　眞　坂口有人　佐々木和彦　菖蒲

幸男　杉田律子　竹内　誠　内藤一樹

中澤　努　原山　智　久田健一郎　廣木

義久　星　博幸　保柳康一　松田達生

松田博貴　向山　栄　山路　敦　山本高

司　渡部芳夫

監事（１名）：青野道夫

欠席役員 理事（19名）：有馬　眞　安間

了　ウォリス サイモン　亀尾浩司　清

川昌一　小宮　剛　後藤和久　榊原正幸

佐野弘好　沢田　健　高橋正樹　竹下

徹　千代延俊　奈良正和　平田大二　三

次徳二　宮田隆夫　矢島道子　山田泰広

監事（１名）：山本正司

その他出席者 事務局：橋辺菊恵

＊成立要件：理事総数50名の過半数26名　本

日の出席者　31名で本理事会は成立．

＊議決：出席者の過半数　16名

＊書記２名の選出：内藤理事と竹内理事が選

出された．

報告事項

１．執行理事会報告

会議内容について要点が報告された．

１）５月執行理事会要点（斎藤常務理事）

午前中に開かれた執行理事会の会議内容

について要点が報告された．

２．理事および委員会等報告

１）県の石選定委員会（川端理事）

委員会での審議の経過について報告が

あった．最終的には全国のバランスを見

ての判断となるため，支部・県の提案と

選定結果が異なる場合があることをご理

解いただきたい．

３．その他

審議事項

１．議長・副議長の選出

議長に小嶋理事，副議長に向山理事を選出

した．

２．125周年記念行事について

125周年記念事業検討委員会からのメッ

セージ「日本地質学会125周年を迎えるにあ

治孝会員に打診し，了解を得た．

３）国際地学オリンピック三重大会の募金活

動に協力要請があり，学会としての添え状

を提供した．

４）名古屋大学の年代測定総合研究センター

（榎並正樹センター長）より，名古屋大学

宇宙地球環境研究所（仮称）が文部科学省

の共同利用・研究拠点認定に応募するにあ

たり，学会からのサポートレターの要請が

あり，これに応えサポートレターを出した．

５）琉球大学熱帯生物圏研究センターより，

共同利用・研究拠点期末評価の依頼が会長

あてにあり，会長がアンケートに答えた．

２．運営財政部会：総務委員会（緒方）

・決算案・予算案の詳細決定．

＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞

・三浦半島活断層調査会より，城ケ島観察会

（５/23）の後援依頼があり．例年どおり承

諾した．→HP．geo-flashに掲載

・四国支部より，地質の日-岩石・鉱物鑑定

会（5/10）の後援依頼を承諾した．→HP．

geo-flashに掲載

・「国際シンポジウム　沈み込み帯堆積盆地

のリソスフェア・ダイナミクス（10/５-

７）」の後援依頼が同組織委員会（委員長

佐藤比呂志）よりあり，承諾した．→HP．

geo-flashに掲載

・国際化石藻類学会より，第11回国際化石藻

類シンポジウム（９/14-19）の後援依頼が

あり，承諾した．→HP．geo-flashに掲載

・群馬県自然史博物館より第49回企画展「恐

竜時代の海の支配者」の後援依頼があり，

承諾した．→HP．geo-flashに掲載

・日本科学技術振興財団より「青少年のため

の科学の祭典2015」（６/13-2016/03/31，

全国81会場）の後援依頼があり，承諾した．

→HP．geo-flashに掲載

・ゼオライト学会より，「第31回ゼオライト

研究発表会」（11/26-27）の協賛依頼があ

り，承諾した．→HP．geo-flashに掲載

・日本粘土学会より，「第549回粘土化学討論

会」（９/２-５）の共催依頼があり，承諾

した．→HP．geo-flashに掲載

・日本原子力学会より，「原子力シンポジウ

ム2015」（７/16）の共催依頼があり，これ

まで通り承諾した．委員要請もあり緒方理

事が委員となることを了解した．→HP．

geo-flashに掲載

・住友財団より，2015年度研究助成公募（基

礎科学研究助成，環境研究助成，助成期間

2015/11-2016/10）があり（６/16〆切），

News誌，geo-flashに掲載

＜その他＞

・資源素材学会より会長交代の挨拶状，新会

長前田正史氏（東大生産研）．

＜会員＞

１）今月の入会者（16名）

正会員（４名）：宇佐美　徹，石橋　隆，

西原康人，猪瀬弘瑛

正（院割）会員（７名）：増本広和，飛

田知世，梅澤優美，石毛康介，池谷
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（2）アイランドアーク編集委員会（海野）

１．編集状況

Vol．24 Issue２（2015年６月）：Island

Award，一般原稿８編，Rehman特集１

編，Carbonate特集１編を掲載予定

２．オンライン投稿の状況

過去半年（2014. 11. 20～2015. 5. 20）の

投稿数60件．うち新規投稿49件．

（特集号の原稿投稿により，新規投稿数

が増加）

３．特集号

１）Oceanic and continental orogens in

Asia（Rehman特集）：全９編のうち

６編受理（Vol．23-４に５編掲載済み，

24-２に１編掲載予定）．残りは掲載時

にWEB上でVirtual Issueとして取り

まとめ予定．

２）Carbonate sedimentation in Pacific

coral reefs：全６編のうちVol．24-１

へ５編掲載済．24-２へ１編掲載予定．

計６編をWEB上でVirtual Issueとし

て取りまとめる．

上記のほか，３つの特集号が投稿・査

読中．

３）ダウンロード賞

本年最多ダウンロード賞を以下の通り

決定した．

Shinji Yamamoto et al, 2013, Title:

Recycled crustal zircons from

podiformchromitites in the Luobusa

ophiolite, southern Tibet. Island Arc,

Vol. 22 Issue 1, 89-103. 

集計対象期間：2014年１～12月，

対象：2009年から2013年（Volume 18

からVolume 22）出版の論文

（3）企画出版委員会（保柳）

・大島三原山の（リーフレット）の出版企

画について検討し，読者の対象，販売の

見通しなどについて提案者に確認のう

え，出版を承諾することとした．

・リーフレット企画出版委員会の再構成に

ついて

６．社会貢献部会（平田・杉田・廣木）

１）街中ジオ散歩を５/10に実施　参加者28

名，事故なく終了．

２）地質調査研修　６名の参加を得て，５

/18-５/22に実施．講師より事故なく終了

の報告あり．

７．ジオパーク支援委員会（平田）

１）2015年地震火山こどもサマースクール

（南アルプスジオパーク）

８月８日～９日開催に向けて，現地実行委

員会で準備中

２）2016年地震火山こどもサマースクールの

会場　

南紀熊野ジオパーク推進協議会（和歌山県

串本町）に決定（３月13日付）

８．地学オリンピック支援委員会（平田）

１）支援委員会からの報告事項

・４月に第７回日本地学オリンピック予選

の試験問題を検討し，評価・要望書を地

昌美，橋本朋子，坪川祐美子

正（学部割）会員（１名）：冨永紘平

２）今月の退会者（正会員３名）

森田清彦，卯田　強，松田周太

３）今月の逝去者（３名）

名誉会員（１名）：籾倉克幹（５/15）

正会員（２名）：土　隆一（４/２），

真鍋健一（４/19）

４）2015年４月末日会員数

賛助：28，名誉：61，正会員：3663（正

会員：3561，院割会員：99，学部割会

員：３） 合計　3752（昨年比 －70）

＜会計＞

・青野監事・山本監事による会計監査が５

/13日におこなわれ，帳票類についての

確認，2014年度財務諸表が承認された．

３．広報部会：広報委員会（坂口・松田）

・文科省より，平成28年の科学技術週間に向

けて，一家に１枚のポスター募集案内が

あった．締め切り６/22．

・広報委員会の強化再編について

委員長　坂口有人：ジオルジュ担当（広報

担当理事）

委員 松田達生：geo-flash，HP担当（広

報担当理事）

小宮　剛：ニュース誌編集委員長担当

山口飛鳥：質問コーナー担当

北村有迅・内尾優子・新正裕尚・梅津

慶太・

部会選出委員：鵜澤由香（岩石部会）・新

井和乃（現行過程）・及川照樹（火山

部会）・橋本善孝（構造地質部）・久

光敏夫（海洋地質部会）

４．学術研究部会（ウォリス・竹内・中澤）

（1）行事委員会（竹内）

巡検は例年通り関連学協会との共催に

する．

（2）国際交流委員会（ウォリス）

・保柳理事が台湾地質学会Teng会長との

面談で得た情報

台湾地質学会との学術交流協定について

は同学会の理事会の承認が得られた．６

月の後半に役員が新体制になるので，協

定書の締結および長野大会への招待は新

会長ということで検討．

（3）JIS，標準担当（中澤）

５．編集出版部会（山路・海野・保柳）

（1）地質学雑誌編集委員会（山路）

１．編集状況報告（５月10日現在）

・2015年投稿論文　総数25編［総説１

（和文１）・論説11（和文10，英文

１）・報告４（和文２，英文２）・

ノート１（和文１）・口絵１（和文

１）・巡検案内７］（昨年比－14）

査読中：24

受理済み：１（巡検案内）

・121巻5月号：通常号（報告２，口絵

１：約13頁）５/22校了，６/１発送予

定

・長野大会巡検案内書：全８コース中全

コース投稿完了．４コース受理済み．

学オリンピック日本委員会に提出．

２）地学オリンピックの最近の動向

・５月末に１回目の第９回ブラジル大会の

日本代表合宿研修を秩父にて実施予定．

・５月末までに集まった第10回日本大会開

催への協賛金（寄付金）と同額の支援を

国に申請予定．

９．地質技術者教育委員会（山本）

・JABEEの総会（５/26）に山本が出席予定

10．中期ビジョン委員会（坂口）

・審議報告，理事会への提案

2015年６月６日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事）井龍康文

署名人　執行理事　斎藤　眞

2015年度
第１回執行理事会議事録

日　時：2015年６月６日（土）13:00～17:00

場　所：地質学会事務局

出席者：山本副会長　渡部副会長　齋藤常務

理事　海野　緒方　杉田　竹内　廣木

保柳　山路

オブザーバー：佐々木　（事務局）橋辺

欠席者（委任状提出あり）：井龍会長　ウォ

リス　坂口　中澤　平田　星　松田

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

10名，委任状７名，合計17名の出席．

＊前回議事録の承認

Ⅰ　審議事項

１．「125周年を迎えるにあたって」文章を承

認

２．選挙管理委員の選出：７月に第１回の管

理委員会開催予定

候補者：未定（応用地質），金澤直人（中

央開発），高橋　聡（東大），佐藤大介

（GSJ），

未定（JAMSTEC？）未定者については，

確認中．

３．理事の欠員補充に関する選挙規則第５条

10項の改正について検討について

法人法第63条２項に基づき，当選者ととも

に補欠者の扱いについても総会での議決事項

として，欠員補充に際しては改めて総会の議

決を要しないこととする．これにより，検討

中の選挙規則第５条10項は条文改正を要しな

い．この方針を了承し，条文についての詳細

はさらに検討することとした．

４．年会においてキャンセルした講演の，次

年度以降の年会での再申込の可否について．

申し込みを受け入れ，今回の要旨に昨年

キャンセルした旨を明記させる．今後はキャ

ンセルされた講演の要旨をJ-STAGEにアッ

プロードしないことにする．また，地質学雑
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島野恭史

３）今月の逝去者　なし

４）2015年５月末日会員数

賛助：28，名誉：62，正会員：3660（正会

員：3558，院割会員：99，学部割会員：３）

合計　3750（昨年比－82）

＜会計＞

特になし

３．広報部会：広報委員会（坂口・松田）

・文科省より，平成28年の科学技術週間に向

けて一家に１枚のポスター募集があった．

応募準備中．昨年の評価結果を踏まえ，修

正して再提出する．

４．学術研究部会（ウォリス・竹内・中澤）

（1）行事委員会（竹内）

１）2015年長野大会

・巡検の見どころ記事依頼

・アウトリーチセッション（ポスター）の

会場と掲示日

２）2016年学術大会（日大）略称について

→大会のタイトルを「東京・桜上水」と

する

３）2017年学術大会（愛媛）と鉱物科学会

共催の公算大，日程は９月16～18日の模

様

４）2018年学術大会（北海道・東北支部）

開催地検討依頼（７月中までに）

（2）国際交流委員会（ウォリス）

（3）JIS，標準担当（中澤）

・層序単元登録審査委員会は委員に作業内容

（各雑誌で提唱された地層名の登録依頼）

を周知し，現在は産総研側で登録体制を整

えている．

（4）その他

・環境地質部会の巡検開催

「関東地下水盆と人口地層の地質環境巡

検-INQUA第19回大会記念」：2015/８/４-

５，東京周辺及び千葉県内各所 → geo-

flash掲載

５．編集出版部会（山路・海野・保柳）

（1）地質学雑誌編集委員会（山路）

１）編集状況報告（６月５日現在）．

・2015年投稿論文　総数31編［総説１（和

文１）・論説14（和文12，英文２）・報

告５（和文３，英文２）・ノート１（和

文１）・口絵２（和文１・英文１）・巡

検案内８］昨年比－９

・査読中：25

・受理済み：６（うち巡検案内５）

・121巻5月号：通常号（報告２，口絵１：

約13頁）５/22校了，６/１発送済み

・121巻６月号：通常号（報告３）入稿中

（2）アイランドアーク編集委員会　（海野）

１）編集状況

・Vol．24 Issue２（2015年６月）：Island

Award，一般原稿８編，Rehman特集１

編，Carbonate特集１編を掲載予定

２）オンライン投稿の状況

・過去半年（2014．12．5～2015．6．5）

の投稿数63件．うち新規投稿54件．

（特集号の原稿投稿により，新規投稿数

誌にキャンセルされた講演のリストを掲載す

る．

５．一家に１枚のポスター案について

ポスター案を検討し，昨年の評価結果を踏

まえ，修正して再提出することを広報委員会

に伝えることとした．

６．その他

１）他団体から共催・後援の依頼を受ける場

合にそなえ，申し込み用書式を今後整備す

ることとし，また，事後報告を求めること

にする．学会が依頼をする場合にも同様の

手続きとする．

２）巡検案内の原稿を，地質学雑誌の通常号

に分けて掲載してよいことにする．「オン

ライン用PDFカラー図表の差替」に要す

る費用（5000円/論文）は，今回の年会に

ついては地質学会が負担する．

３）論文の書き方（著作権のコンプライアン

ス等について）に関するセミナーを年会で

開催する方向で，行事委員会が検討するこ

とにした．

Ⅱ　報告事項

１．全体的報告

１）125周年記念事業内容・事業スケジュー

ル等の確認（佐々木）

125周年記念事業実行委員会の佐々木理

事からこれまで検討した事業計画，予算案

ならびに今後のスケジュールなどについ

て，詳細な説明をうけ，概ね了承した．

２）経産省から，地層処分についての意見募

集を会員に周知方要請があり，geo-flashで

の広報を了承した．

２．運営財政部会：総務委員会（緒方）

＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞

・尾瀬保護財団より「第19回尾瀬賞および尾

瀬奨励賞」の募集（４/１-８/31まで）→

News誌，HP，geo-flashに掲載．第18回の

受賞者表彰式は６/８（都道府県会館，千

代田区）において開催．

・文部科学大臣表彰科学技術賞，若手科学者

賞推薦依頼（締切７/27，学会締切７/17）

詳細は文科のHP参照．→ News誌，HP，

geo-flashに掲載

・新潟大学学術情報基盤機構旭町学術資料展

示館より企画展示「殻が作る世界」（７

/11-８/28）の後援依頼 → 承諾

・日本地下水学会よりシンポジウム「地下水

の保全，涵養及び利用に関する法制化に向

けた現状と課題」（７/４，日大）の後援依

頼 → 承諾

・三浦半島活断層調査会より地質の日記念

「城ヶ島観察会」の報告．参加者18人．

＜会員＞

１）今月の入会者（10名）

正会員（１名）：坂口　巧

正（院割）会員（８名）：山田英明，葛原

弘毅，鎌田隆史，橋本雄介，一野亘生，

内門亮，宮田浩之，津留ありさ

正（学部割）会員（１名）：太田明里

２）今月の退会者（正会員１名）

が増加）

３）5．25編集委員会（in連合大会）より

・WEBサイトでGraphical Table of contents

（Island Arcトップ画面の最新号の紹介

を，図と簡単な紹介文を入れたPictorialな

ものにする）を採用．実施済み

・各協賛学会への出版論文案内に関するバ

ナー・リンクについて，あらためて協賛

学会へ掲載等の確認を取り進める予定．

・来年から校正が完了した時点で論文をオ

ンライン公開し，隔月６号にする．

（3）企画出版委員会（保柳）

・『長瀞たんけんマップ』の最終原稿が提出

された．対象とする読者のレベルを考慮し

て，大幅に改訂してもらうことにした．

６．社会貢献部会（平田・杉田・廣木）

・地質地盤情報活用促進協議会，地質地盤情

報活用検討委員会（松浦委員）の議事録の

紹介があった．

７．地学オリンピック支援委員会（平田）

・地学オリンピック日本委員会から2014年事

業報告・決算ならびに2015年事業計画・予

算案，三重大会の現況報告があった．三重

大会の寄付金については，目標2400万円に

対し，200万円不足で募金継続．

８．地質技術者教育委員会（山本）

５/26のJABEE総会への参加報告．

９．中期ビジョン委員会（坂口）

理事会の意見を受けて全体の構成を修正中．

以上

2015年７月25日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事）井龍康文

署名人　執行理事　斎藤　眞

2015年度
第２回執行理事会議事録

日　時：2015年7月25日（土）13:00～17:00

場　所：地質学会事務局

出席者：井龍会長　山本副会長　渡部副会長

齋藤常務理事　ウォリス　坂口　杉田

竹内　　平田　松田　山路

（事務局）橋辺

欠席者（委任状提出あり）：海野　緒方　中

澤　廣木　保柳　星

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

11名，委任状６名，合計17名の出席．

＊前回議事録の承認

Ⅰ　審議事項

１．長野大会特別講演会「地質地盤情報の整

備と法整備」について（斎藤）

執行理事会主催で，学術会議の提言を受

けた関係講演会を開催することが提案され

承認された．大会の関連行事として開催す

る．早急に講演会の開催を会員に周知する．
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10項に沿う補欠者を決定し，総会に報告す

る」とする．次点候補者不在の場合が起き

ないように，複数の候補者が立つようにわ

かりやすく周知する．

６．二重投稿と不適切なオーサーシップに関

して（井龍）

学術会議から３月に「科学研究における

健全性について」が公表され，オーサー

シップや二重投稿の定義の在り方が示され

た．オーサーシップや二重投稿の厳格化は

世界の趨勢として避けられず，受け入れる

ことにした．具体的な方策は今後検討して

いくととした．

７．学術の大型研究計画に関するマスタープ

ランについて

日本学術会議科学者委員会「学術の大型

研究計画検討分科会」（相原博昭委員長）

から，第23期「学術の大型研究計画に関す

るマスタープラン」策定にあたってのアン

ケート調査の依頼があった．会長が原案を

準備し，回覧審議することとした．

８．経産省から地層処分について

意見募集開始の連絡があり，メルマガを

通じて会員に周知した．意見を集約して執

行理事会で回答を準備する．

９．９月理事会の審議事項

下記の項目を９月の理事会に諮ることと

した．

・各賞選考規則の改正

・編集出版規則の改正

・理事の欠員補充について

・たんけんマップについて

・県の石について

10．高等学校の地学教科書

高等学校の地学教科書が出版社によって

齟齬があるとの指摘があり，問題点を調査

する．

11．機関デポジトリ問題

法務委員会からの答申があり執行理事会

で受領した．実際の運営への対応策を法務

委員会に検討してもらう．

12．西日本支部のCPD講習会について

６月11－12日に山口大学理学部地球圏シ

ステム科学科と共催で「西日本地質講習会」

が実施され余剰金が生じた．余剰金は共催

相手と分配し，今後の継続を促す．

Ⅱ　報告事項

１．全体的報告

１）選挙管理委員会の発足

・常務理事が委員を下記の方々に委嘱する

ことを承認した．

上原康裕会員（応用地質），金澤直人

会員（中央開発），高橋　聡会員（東大），

佐藤大介会員（GSJ），谷口知寛会員

（千葉大・院生）

・上記の方々の委員承諾を得て，７月16日

に第1回の選挙管理委員会を開催した．

委員長に金澤会員を，委員長代行に上原

会員を選出した．代議員選挙の告示は，

９月10日．

報告はニュース誌に掲載して情報共有を図

る．

２．行事関係（竹内）

１）巡検参加費の学生割引

巡検参加者増加策として，学生の参加

者を増やすための割引制度導入が検討さ

れた．現在の巡検費用は実費負担に近い

額なので，既存のコースでは参加者増加

につながるほど効果的な割引は難しい．

学生割引のために別途補填するのは巡検

参加者増加策の趣旨に合わない．学生向

けとして，魅力的な内容とコストのコー

スを検討してもらう．

２）ポスター賞のエントリー制について

審査負担が過重であるので，エント

リー制を導入したいと提案され，了承さ

れた．若手，学校，企業等の研究活動の

奨励を目的とすることを明示して，自推

とする．

３．「各賞選考規則」の第８条と第９条の改

正について（山路）

小藤文次郎賞の授賞対象者は「重要な発

見または独創的な発想を含む論文を発表し

た会員」と定めてあるが，授賞対象者を明

確にし，推薦を増やすために，「重要な発

見または独創的な発想を含む，会員が著者

の論文」とする．

奨励賞の第９条の２は「２）募集開始年

９月末日で満35才未満の会員．筆頭著者で

あれば共著でもよい．」と定めてあるが，

より広範な貢献者を奨励するために「２）

開始年９月末日で満35才未満の会員を筆頭

著者とする論文の，満35才未満の共著者全

員．」とする．

４．地質学雑誌，投稿編集出版規則の細則２

「地質学雑誌特集号刊行までの手順に関す

る細則」の改正について

現行では，企画提案と原稿を同時に提出

することになっている．提案の可否を編集

委員会が判断できるように，細則2.1を次

のように改定する．

「地質学雑誌の特集号の企画は，特集号

の代表世話人が「特集号申込書」を編集委

員会に提出（郵送あるいは電子メールによ

る）することで，随時受付けるものとする．

申込書にもとづいて，同委員会は申し込み

の受諾の可否を決定し，代表世話人に連絡

する．受諾の場合，代表世話人もしくは論

文著者は地質学雑誌投稿編集出版規則に

従って，構成論文の原稿を電子投稿・査読

システムもしくは郵送により原稿を投稿す

る．受諾通知から4ヶ月以内に全ての構成

論文が投稿されない場合，代表世話人は欠

けた原稿を企画から除くか，またはその原

稿の完成を待つかを判断し，「特集号申込

書」を再提出する．」

５．理事の欠員補充に関する選挙規則第５条

10項の改正についての検討（3）（斎藤）

欠員補充のために繰り上げ当選となるよ

う選挙規則を改定する．選挙規則８条を

「選挙管理委員会は当選者とともに，本条

２）125周年記念事業：125委員会よりの特集

号の企画について，メール審議にて了承し

た．

ただし，以下の２点を要望し，「日本地

質学会125周年記念事業　地質学雑誌特集

号の基本方針と進め方」との齟齬がないよ

う要望した．

①今後，地質学雑誌の出版形態が大きく変

化する可能性がある．これに対し柔軟に

対応できる出版計画とする．

②特集号企画委員会委員候補については，

偏りの無いように幅広い分野の編集体制

になるよう配慮すること．

３）自然史学会連合講演会（三重県総合博物

館）での普及行事への参加が呼びかけられ

た．斎木委員から近畿支部と中部支部に対

し，参加者の応募について連絡した．

４）経産省から地層処分について意見募集開

始の連絡があり，メルマガを通じて会員に

周知した．

５）地学オリンピック日本委員会より第８回

オリンピックの予選，本選の作問委員の推

薦依頼があり，１名を推薦した．

６）県の石について（斎藤）

各支部の進捗状況が報告された．遅延し

ており進行を促す．

７）西日本地質講習会（CPD講習会）の報

告

西日本支部と山口大学との共催で「西日

本地質講習会」が開催され，技術者を中心

に49名の参加者があった．６月11－12日の

２日間開催され無事終了した．

２．運営財政部会：総務委員会（緒方）

＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞

１．沖縄協会より，「第37回沖縄研究奨励

賞」の公募（７/15-９/30，学会〆切８

/30） →HP，geo-flash，News掲載

２．朝日新聞文化財団より朝日賞の推薦依

頼（〆切８/25，学会〆切８/20）→HP，

geo-flash，News誌に掲載

３．東レ科学技術賞および東レ科学技術研

究助成の公募（10/９〆切，学会〆切８

/30）→HP，geo-flash，News誌に掲載

４．女性科学者に明るい未来をの会「猿橋

賞」の募集，50歳未満，自然科学分野の

女性研究者（〆切11/30）→ HP，geo-

flash，News誌に掲載

５．全地連および経済調査会の共催による

「地質調査要領説明会」の後援を承諾，

９/30-11/２までの間，東京をはじめと

する全国７か所で８回の説明会を開催す

る．News誌８月号に有料の広告を掲載．

６．地球化学会第62回年会の共催依頼（９

/16-18，横浜国大）を承諾，一切の負担な

し．

７．第13回高校生科学技術チャレンジ

（JSEC2015）の後援を承諾した．また，

第1 2回高校生科学技術チャレンジ

（JSEC 2014）についての事業報告が

あった．

８．日本科学技術振興財団より，青少年の
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（1）行事委員会（竹内）

１）長野大会準備状況ほか

全体で609名の申し込みがあり，プログ

ラムが決定した．プログラム進行のため，

講演時間の厳守を求める．

２）2016年東京・桜上水大会

日程が　９月10日（土）～12日（月）と

なり，巡検も11コースが提案され承認され

た．家族向けのコースが提案あり詳細は今

後検討する．

３）2017年愛媛大会

愛媛大学の会場は，９月15日～18日は会

場を抑えてある（日程未定）．鉱物科学会

との開催も協議中．

（2）国際交流委員会（ウォリス）

１）台湾地質学会との学術交流協定の締結

・MOUの交換

・台湾地質学会代表者2名が来賓：旅費は

自前，宿泊および歓迎会は地質学会がケ

アする．招待状の発行依頼あり．

２）海外からのお客様に対し長野市内周辺

見学をおこなう．日程は13日午前10時～

15時まで．バスはコンベンション協会よ

り提供，昼食会開催予定．

３）ベトナム地質学会との国際交流につい

て（井龍）

10月にベトナム地質学会創立70周年記念

行事があり，会長の出席を検討中．

（3）JIS，標準担当（中澤）

（4）その他

５．編集出版部会（山路・海野・保柳）

（1）地質学雑誌編集委員会（山路編集委員長）

１）編集状況報告（７月23日現在）．

2015年投稿論文　総数43編［総説２（和

文２）・論説23（和文21，英文２）・報告

６（和文４，英文２）・ノート１（和文

１）・口絵３（和文２・英文１）・巡検案

内８］（昨年比 －１）

査読中：26

受理済み：７（うち巡検案内２）

・121巻７月号：巡検案内書（４，５，６，

８班）計72頁，７/24校了，８/３発送予

定

・121巻８月号：巡検案内書（１，２，３，

７班）掲載予定．入稿準備中．

２）長野大会巡検案内書について

・長野大会巡検案内書を，121巻７，８月

号本誌に掲載し（白黒印刷），冊子発行

と同時にJ-STAGE上でカラー版を公開す

ることとした．CD-ROMは作成しない．

なお，頁超過およびJ-STAGEでのカラー

図差替費用の著者負担はなしとする．

３）投稿編集出版規則の改正について

（2）アイランドアーク編集委員会（海野）

１）編集状況

Vol.24 Issue２（2015年６月）：一般原

稿10編，Rehman特集１編，Carbonate特

集１編，エラータ１件で発行

２）オンライン投稿の状況

過去半年（2015.1.20～2015.7.20）の投稿

数61件．うち新規投稿51件．

ための科学の祭典2014の事業報告があっ

た．

９．東京大学海洋研究所より，学術研究船

「白鳳丸」の平成28年度実施の研究航海

に参加して実施する小規模研究募集（期

限９/25），および，東北海洋生態系調査

研究船新青丸共同利用の公募（期限９

/25）→HP，geo-flash，News誌に掲載

10．ヒマラヤ野外実習プロジェクト（世話

人：吉田勝・在田一則・酒井哲弥）は次

回で第５回を迎える．４回までの報告は

随時ニュース誌に掲載されている．今後

も引き続き学会からの推薦することを了

承する．

11．子供のためのジオカーニバル企画委員

会より（代表者　廣木義久）より第16回

子供のためのジオカーニバル（11/１-２，

大阪市）の後援依頼があり承諾した．

＜その他＞

１．海水準変動と氷床の安定性に関する国

際研究集会（東大海洋研究所共同利用研

究集会）の開催７/22-24（東大海洋研究

所）

２．学協会役員変更の挨拶：土木学会（新

会長廣瀬典昭ほか），地盤工学会（継続

中会長東畑郁生ほか），無機マテリアル

学会（新会長三浦啓一ほか）

３．会社役員変更の挨拶：賛助会員石油資

源開発（株）（会長棚橋祐治，社長渡辺

修ほか），住鉱資源開発（株）（社長岡田

和也ほか）

＜会員＞

１）今月の入会者（108名）→氏名一覧，

別紙回覧

正会員（23名）：

正（院割）会員（73名）：

正（学部割）会員（12名）：

２）今月の退会者（正会員４名）

杉山雄一，橋本真樹，最首花恵，佐藤岱

生

３）今月の逝去者

名誉会員（１名）

猪木幸男（2015年５月９日　逝去）

正会員　（４名）

赤木三郎（2014/２/５）・小野寺信吾

（2014/12/29）・角田寛子（2015/３

/17） 竹内一郎（2015/５/１）

４）2015年６月末日会員数

賛助：28，名誉：62，正会員：3680（正

会員：3557，院割会員：119，学部割会

員：４） 合計　3770（昨年比 －72）

＜会計＞

特になし

３．広報部会：広報委員会（坂口・松田）

・一家に１枚のポスターについて応募した

が，不採択となった．構想としては良く，

トピック的要素など，高い評価を受けたが，

ポスターとした場合の内容表現と，昨年度

応募と変わらないとの不採択の理由もつい

た．

４．学術研究部会（ウォリス・竹内・中澤）

３）その他

・2014年インパクトファクターは1.148と

発表された（2013年：1.055）．分野の順

位は175誌中125位．

・Volume 24, Issue ２の出版の遅れについ

て

Issue 2は通常は出版予定月の前月末

（５月末）までに出版されるが，６月末

の出版となった．原因は，Wileyに入稿

してから初校が来るまでに時間がかか

り，さらにその後の著者校正等の校正作

業にも遅れがあったためである．Wiley

には校正刷り作成までの日数を短縮する

よう改善を求めた．

（3）企画出版委員会（保柳）

１）長瀞たんけんマップについて，再検討

の結果，リーフレット観光の目的に照ら

して，内容が難しいとの判断から，再度

修正の要請をして著者に返却した．

２）大島三原山たんけんマップについては，

著者の中に火山の専門家も参加している

ことなどを確認し，概ね問題がないとの

結論に至った．ただし，読者層や販路及

び販売方法等について著者に確認するこ

ととした．９月の理事会に諮ることとし

た．

３）城ケ島たんけんマップは増刷すること

とした．

６．社会貢献部会（平田・杉田・廣木）

・「地質地盤情報活用推進基本法（仮称）」

について

上記基本法の制定に向け，自民党国土強

靭化総合調査会事務局長の福井照衆議院議

員に面会し，説明をおこなったとの，地質

地盤情報活用推進協議会地質地盤情報活用

検討委員会の松浦委員より文書の報告が

あった．また，同協議会の26年度事業報告

ならびに27年度活動計画について報告され

た．

７．地質の日

来年度の企画として国会議事堂周辺の石

材見学を検討中．

８．地質研修

東京大学千葉演習林にて６月25日に利用

者説明会にて地質研修を報告．秋は11月10

～13日に実施予定．大会後に募集を開始す

る．

９．ジオパーク支援委員会（平田）

・JGC報告．審査状況の説明があった．

・長野大会で夜間集会を開催し，今後の支援

の在り方について意見交換を行う．

・地震火山サマースクールへの共催負担金に

ついて

前年度の収支では余剰金が多く出たた

め，共催３学会に分配返金されることと

なった．地質学会には138,420円の返金が

あり，それを今年度負担金の一部に回すこ

ととして，今年度の実質的支出は差額の

61,580円とした．

10．地学オリンピック支援委員会（平田）

（1）支援委員会からの報告事項
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２）８月７日～９日に筑波大学にて日本代

表合宿研修を実施予定（地質学会会員も

個人的に協力）

３）９月13日～20日，第９回国際地学オリ

ンピックブラジル大会がポソス・デ・カ

ルダスで実施予定

４）第10回国際地学オリンピック日本大会

（三重）への寄付金（協賛金）が目標額

１）日本代表生徒の通信研修に本委員会の

委員が協力中

２）地質学会が第８回日本地学オリンピッ

クの作問委員を推薦

（2）地学オリンピックの最近の動向

１）５月30日～31日に秩父地方にて日本代

表合宿研修を実施（地質学会会員も個人

的に協力）

2400万円に達した．

11．中期ビジョン委員会（坂口）早急にまと

める．

以上

2015年９月５日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事）井龍康文

署名人　執行理事　斎藤　眞
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ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140－8－28067
40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方

は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　中央構造線のネオテクトニクス―その意義と問題点―．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒350円
第 41 号　中部九州後期新生代の地溝．長谷義隆ほか編，192pp., 1993年６月刊，会員頒価3,100円，〒300円　※これまで売り

切れとなっていましたが，在庫が確認されましたので，再度販売を開始いたします．（2014.10.1）
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒350円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒350円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 45 号　シーケンス層序学―新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒300円
第 47 号　日高地殻―マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒350円
第 48 号　Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan―　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒350円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒350円
第 50 号　構造地質　特別号―21世紀の構造地質学にむけて―．狩野謙一ほか編， 263pp.，1998年７月刊，会員頒価2,500円，

〒350円
第 51 号　地震と地盤災害―1995年兵庫県南部地震の教訓―．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 52 号　オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 53 号　本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900

円，〒360円
第 54 号　タフォノミーと堆積過程―化石層からの情報解読―小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒350円
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒350円
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 58 号　地震イベント堆積物―深海底から陸上までのコネクション―藤原　治ほか編，169pp., 2004年12月刊，会員頒価

2,900円，〒350円
第 59 号　沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒350円

リーフレットシリーズ
大地の動きを知ろう―地震・活断層・地震災害―　1995年４月発行　会員頒価200円（非会員300円）
大地のいたみを感じよう―地質汚染Geo－Pollutions 1997年２月発行　会員頒価200円（非会員300円）
大地をめぐる水―水環境と地質環境―　2001年５月発行　会員頒価300円（非会員400円）
日本列島と地質環境の長期安定性　2011年発行　会員頒価500円（非会員600円）

地質リーフレットたんけんシリーズ（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）
１．箱根火山たんけんマップ―今、生きている火山　2007年５月発行　会員頒価300円
２．屋久島地質たんけんマップ―洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい―　2009年３月発行　会員頒価300円
３．城ヶ島たんけんマップ―深海から生まれた城ヶ島―　2010年９月発行　会員頒価300円
４．富士山青木ヶ原溶岩のたんけん―樹海にかくされた溶岩の不思議―　2014年３月発行　会員頒価300円

地質リーフレットシリーズ
１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）

下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

電子書籍シリーズ
地学を楽しく！：ジオパーク・ジオツアー・地学オリンピック　　2013年12月発行　［Kindle版/PDF版］ 定価1,380円

講演要旨集ほか
第118年見学旅行案内書（2011年水戸） 会員頒価2,800円，〒500円
第117年学術大会講演要旨（2010年富山） 会員頒価4,000円，〒500円
第117年見学旅行案内書（2010年富山） 会員頒価2,800円，〒500円
第116年見学旅行案内書（2009年岡山） 会員頒価2,800円，〒500円
第115年見学旅行案内書（2008年秋田） 会員頒価2,500円，〒500円
※このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知，2007年札幌，見学旅行案内書は，
2004年千葉，2005年京都に残部があります．

フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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一般社団法人 日本地質学会 会 費 等 

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

蕁03-5444-1533　〒108-6350　東京都港区三田3－5－27

（不備返却先） 
　SMBCファイナンスサービス㈱決済ビジネス事務部 

（金融機関へのお願い） 

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。 

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。 

法人の場合は、ゆうちょ銀行へお届けの社名、代表者　役名、氏名を省略せずご記入ください。 
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ゆうちょ銀行以外の銀行またはゆうちょ銀行のどちらか一方に記入して下さい。 

（金融機関用） 
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申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2015後期号）まもなく発行！

募集締切
2016年2月22日（月）17:00

作
品
募
集
中

主催 （一社）日本地質学会
後援 （NPO）日本ジオパークネットワーク
　    （公財）深田地質研究所 深田研ジオ鉄普及委員会
協賛 （株）ウインディーネットワーク
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日本地質学会第122年学術大会（長野大会）
プログラム

会期　2015年9月11日（金）～13日（日）

日本地質学会第121年学術大会（鹿児島大会） プログラム　2014年9月13日（土）～15日（月・祝）

狡一般社団法人日本地質学会　〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル6F 電話03-5823-1150
Fax 03-5823-1156   E-mail：main@geosociety.jp  ホームページ http://www.geosociety.jp

地質学雑誌　第121巻　第10号（通巻1441号）付録　平成27年10月15日発行（毎月1回15日発行）
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